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幼児教育、音楽・リズムあそび、課業

はじめに

現代はかつて日本人が経験したことのないほど物質的に

豊かになった一方で、子供遣は精神や身体の健全で調和の

とれた発育・発達が阻まれていると指摘されている.その

脊崇には、子供を取り巻〈環境が変化し、自然との触れ合

いが減ったこと、核家族化や少子家族化、婦人の就労のt普

加等により、家庭の役割や機能が変化してきていることな

どがある.また、経済的な豊さも外見だけで、余暇の時間

的なf智加に比して精神的には未成熟な社会に留まっている

ことも指摘される.

幼児の就聞E容は90%以上となり、子供達は人格形成の

基礎を築〈時期を、集団の中で育っていく.このような時

代にあって、保育に求められ"5期待は大きい.しかしそこ

では、子供逮が集団の領自Eを活かして、人や物と関わりな

がら主体的に活動するという経験を積み、子供一人ひとり

の可能性を伸ばし、調和の取れた心身を築き、健全な人格

形成の基礎を作るための適切な保育が行われているのだ弓

うか.

研究の目的・方法

音楽・リズムbそぴは、幼稚岡教育の六つの領域のうち、

「音楽リズムJに属するあそびである.音楽リズムは、指

導要領の内容が領域の性格上観念的で理解しに〈いことも

あって、 「何をなすべきかJが不明瞭であり、保育の現士号

では、手探りの状態で指導してい"5のが実状であ"5.これ

は、教員養成機関においても同様である.

現場ですぐに役立つ教材集や指導害等の書籍・保育姥誌

が多数出版されていることも、音楽リズムの特徴であり、

現場の要講を反映しているものと思われる.

音楽リズムに関する先行研究の多〈は、幼児の音楽的能

力などの実験、観察、アンケートによ"5実態調査やその分

析に基づいて現象函だけを捉える傾向があったり、西洋音

楽~上主義を前提としているなど、研究の方法や問題の捉

え方lこ傭りが見られる.教員養成機関における音楽教育の

改善を目指した研究も、音楽リズムを指導するための技能

を身につけさせ忍ためのものが多い.このような科学的、

理論的な基礎研究の還れは、教育理念や哲学の欠薄とも捉

えられよう.また研究と保育の現場での実践との連係は円

滑に行われておらず、研究のための研究といった機相を呈

しているのが現状である.

一方幼児の教育は、学校教育法に示されているように、

幼児の保護育成を略して保育と称し、幼児にふさわしい環

境を与えてその心身の発達を助長す"5ことである。幼児の

活動の中心はあそびであり、なかでも運動あそびは子供の
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トータルな発達を促すために、特に幼児期において重要な

役割を果たす.従って保育においては、運動あそびのf旨導

に特別な配慮がなされるべきである.

本研究では、このうち音楽・リズムあそびをとりあげ、

その課業化を模索し、指導法の例示を試み"5ことを目的と

ずる.

研究の方法としては、前述のような問題意識のもとに、

音楽やリズムを音楽以前にまで立ち帰って捉え、保育内容

としての音楽・リズムあそびを位置付け、子供の発達に即

したあそびの内容を、心理指導と交錯させるという視点か

ら課業化とその指導法を探"5.これは保育現場における実

践の前段階としての試案である.

1.保育内容としての音楽・リズムあそび

1)子供にとって音楽とは

音楽は、音を媒体とした自己表現の方法であり、感情の

表現ともいえよう.

マーセJ"は、全ての感覚媒体の中で、音が最も感情と深

い関わりを持っているといっており、音楽はあらゆ"5芸術

の中で最も純粋に感情的であり、そのため人の心に訴えて

人間生活の原動力になるという (1)

子供はあそびの中で、自然に言葉や易振りを伴った音楽

活動をしてい"5.

永聞は、子供の音楽表現の発達過程を次のように分類し

ている引
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く 1>鴫語表現

a.初期の晴藷(1-3カ月〉

b.vocal play(5-11カ月〉

<2>ことば表現

a.リズム模倣表現 (7カ月一 1才2カ月)

b.ことば学習表現(I才一 1才 11カ月〉

<3>遊び表現

a.遊びへの表現 (3カ月一 1才3カ月)

b.遊びの模倣表現 (9カ月一 1才5カ月〉

c.遊びの主体表現(1才9カ月-3才1カ月〉

<4>歌表現

a.歌のgs分模倣(t才4カ月一2才2カ月)

b.歌の変化表現(1才 10カ月一2才6カ月〉

c.歌の全体表現 (2才一2才7カ月〉

<5>即興表現

a.断片的即興(1才 11カ月-3才1カ月〉

b.即興歌 (1才 11カ月ー3才1カ月〉



このように、歌と言葉が来分化の時代からの音楽表現の

発遣を見ると、子供の発達の中に音楽はあり、発達にとも

なって発展してい〈ことが理解される.子供の歌は、言語

表現と身体表現に関わった無意識的な自己表現であり、言

語及び運動機能の発達と深〈関係しているといえよう.さ

~に表現するという行為は、自己解放と関わっており、精

神の安定老も促す.

音楽の起源は歌であるともいわれており、楽器を持たな

い民族はあっても、歌のない民族はないという.歌は本来、

一人のための音楽であったと考えられ、人類の発展段階の

初期においては、自分の歌だけが音楽だったのではないか

という藤井の説c3)と結び付けて考えると、子供にとって

の歌も、初期においては同じように考えられる.また、民

族・文化・時代によっても、子供に内在する音楽は異なっ

たものが形成される.このことは、現在日本でこれほど西

洋の特定の時代の様式に基づいた音楽が普及し、学校教育

の中で教えられていても、日本人の好きな歌は圧倒的に歌

諮幽・演歌・民謡等である(4)ことを見ても理解できる.

子供にとっての音楽は、歌を例にしてみてきたように、

子供に固有の物として内在するものであり、言葉や身体の

発達と共にあり、子供の心身の成長にとってなくてはなら

ぬものといえる.

2)子供にとってリズムとは

胎児1;1、母続の鼓動を胎内で聞いていたので、出生後も

母親に抱かれて鼓動を聞くと安らかに眠~ことが知られて

いる.

リズムは音楽の中だけでなく、自然の営みから日常の生

活lこまで存在しており、人間は胎内の経験に始まり生涯を

リズムと共に生きているともいえよう.

子供はあそびの中で、身体の動きのリズムや言葉のリズ

ム、音楽のリズムを楽しんでいる.また、音やリズムに身

体全体で反応する.このように、リズムも子供に内在する

ものであり、子供一人ひとりが固有のリズム感を持ってい

るといえよう.

藤井は、リズムは元来自然の現象や人間の呼吸・脈拍な

どの生理的現象、さらに人間の生活やその周期などが深〈

関わっている、また、言語や労働、社会、政治、宗教とも

関わりを持ち、民自主の文化の中にリズムの基本構造が認め

られる、従ってリズムの感覚は、本来的には個人的なもの

で、しかも民族や文化によって一定の共通の特性を持って

いると述べている (S)

例えば日本文化は、水田農耕Ii:中心として展開しており、

他の水田農耕地域と悶じく、音楽はニ拍子系のリズムを特

徴とす'5.しかも、西洋音楽の二拍子とは必ずしも同じも

のではないという (6)このことは、日本人は三拍子が不

得手であ~と指摘されてい~事実とも関連するものであ弓

う.

3)子供にとって音楽・リズムあそびとは
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1)、 2)でみられたように、音楽もリズムも子供に内

在しており、元来一人ひとりが固有のものを持っている.

またそれは、心身の発達と共に変容していく.従って音楽

・リズムあそびは、、子供自身から出てくる表出や表現であ

り、自然発生約なあそびであ~と考えられ~.ここでいう

音楽・リズムあそびは、音やリズムを媒体にしたあそびの

ことであり、その異休的な活動は、歌う、聞く、弾〈、作

る、動くことである.

しかし保育という観点から捉えると、それぞれの子供の

もつ音楽やリズムの感覚を、自然に任せず、よびさまし、

発展させていくことにより、個性のあ ~J'虫自の表現を引き

出すことが、保育の果たすべき役割ではないだろうか.集

団の中で子供が音楽・リズムあそびを通じてコミュニケー

シヨンを図り、共通の経験をすることによって、音やリズ

ムを共有したり、仲間との関わりの中でそれぞれの持つ個

性を刺激し合って、一人ひとり独自の音楽や、リズムを書IJ

りあげてい<.このことが子供の音楽への興味や関心を培

い、音楽に対する判断力や価値観を育ててい<.また問時

に、その過程で様々な能力一感受性、理解力、思考力、

表現力、創造性、自主性、社会性などーを養うことは、

人間形成の土台を祭〈ことにもなる.

覚はリズム運動を、子供一人ひとりの持っている身体の

リズムを本能的なエネルギーの解放という快感のもとに十

分表出させながら、次第に身体的意識化から表現活動への

基礎のカを育てていくものであるという.乙れが幼児期の

音楽活動の土台にな~としている.身体的窓隷fとどは、身

体が感じ、身体が覚えていくことであり、奮とリズムによ

る運動経験をつむことによってのみなされるという (7)

ユ}リズミツクの!lJ始者であるダルクローズも、身体運

動を通して音楽を学ぶ方法をシステム化している.

音楽・リズムあそびは、感覚と運動の相互作用により、

音楽を身体で捉え自己のものとしてい〈あそびであるとい

えよう.

ところで、音楽・リズムあそびのーっとして、子供が歌

うことを考えてみると、自発的に歌うのは気分のよいとき

であり、歌うことによって解放感を得られることの快さが、

精神的な安定に結び付いてい<.身体を動かすこと、楽器

を弾くことも同様の効果があろう.この解放感の積み重ね

が心のゆとりを生み、将来の余暇活動につなが~基礎とな

っていく.

音楽・リズムあそびを表現として捉えると、それぞれの

イメージ老実現す~活動であ~ともいえ~.

中沢は、幼き日のイメージはその人の生涯の言動の基盤

になりうるとし、教育は主体者である子供が、どれだけイ

メージを答え、どれだけ操作力を持っかということから検

討されなければならないと指摘してい~. (引

子供にとって音楽・リズムあそびは、感覚、運動、イメ

ージ形成や精神的安定などと深〈関わっており、人格形成

の上でなくてはならぬものであるといえよう.それと共に、

幼児期はそれらを身につける適期であることからも、保育



における重要性が認められる.

図t.音楽・リズムあそびの諜業化のためのモデル

客体

3.音楽・リズムあそびの諜業化の実際

4才児の発達と、音楽・リズムあそびのねらいと内容の

例を表 1に示した.
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4. 音楽・リズムあそびを阻むものと促進す~もの

1)音楽・リズムあそびを阻むもの

子供を取り巻〈時代、環境などによって、音楽・リズ

ムあそびを阻むものも変化してくる.

今日においてはまず、思い切って身体を動かし、エネ

ルギーを発散させる経験の少ないことがあげられる.

この背景には、住宅事情、道路事情、公園盤備の遅れな

どからくる遊ぶ空間の不足、幼少時からのおけいこ事など

による時間の不足、大勢の仲間や兄弟と遊ぶ僚会の不足な

どがあり、ダイナミツクに遊びを展開する経駿が少なく、

一人ないし少人数で静的に遊ぶ傾向がある.また、音や音

楽の氾濫した環境で育ち、音に対する感覚が鈍化している

こともあろう.

長時間のTV視聴により、受身の姿勢が形成され、間J走

経験のみ増えることによって感動が希薄になり、表現や剣

道の源泉となるイメージが貧困化していることもあげられ

る.その他、緩や保育者の過保護・過干渉、ないし不適切

な言葉鍋けなど、人との関わりに起因すると忠われる情緒

不安定、自発性の欠如、集中力・注意力の不足等、更に、

物質的に恵まれているため、自分で工夫してあそびを見つ

けたり、発展させていく意欲の欠如、何度でも試みるとい

った耐性の低下などがあげられる.

2.音楽・リズムあそびの課業化

1)音楽・リズムあそびの課業H:とは

既lこ述べたように、音楽・リズムあそびを保育内容とし

て提えるとき、子供の中にある音楽・リズムに関する能力

を発展させ、人格形成の基礎を築くことが保育の諜題であ

る.本縞でいう課業とは、子供の自発的なあそびを妨げず

に、子供の発達課題を保育者側にある文化と絡ませて、子

供の可能性を引き出し、伸ばしながら、あそびが発展、変

容するように銀助したり、モデリングとなったりする保育

の方法をいう.

重要なことは、子供を主体とすることであり、子供の自

発位を尊重し、興味や関心を促して、意欲や創造住を養う

ことである.また、発達課題，;t、子供一人ひとりによって

異なり、保育者側がその個性を見分ける目を持つことが必

要となる.

音楽・リズムあそびの諜業化では、まずこれらのあそび

の持つねらいをどう捉えるか、そのためにはどうしたらよ

いかが課題となる.一つには、音楽やリズムを通して人間

形成を促す乙とであろうし、あそびの中で、子供に充実感

や成就感を味わわせることも重要であろう.そのためには、

ダイナミックな活動が保証されることも求められる.

音楽・リズムあそびは技術にとらわれがちな活動である

が、技術より先に感覚を養うことが、あそびを豊かにして

いくことの前提であり、あそびを発展させるために子供が

技術を必要と感じたときに、初めて技術は意味を持ってく

ると思われる.

環境を!lえて雰囲気作りをし、一人ひとりの個性を認め、

あそびのきっかけを与えたり、発展させたり、励ましたり

する適切な言葉かけをレ、共に楽しむことが保育者の課題

である.
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2)音楽・リズムあそびの課業化のための毛デル

音楽・リズムあそびの課業化のためのモデルを試みると

き、その中心にな~のは、 「表現」である.表現は、文化

や自然などに関わる緩駁の蓄積によって、 E事覚が鋭敏にな

り、主体の変容していく過程で感動が生じ、自然な表現欲

求により外化したものである.主体における経験は、知識

とも捉えられ、感動は感情でもある.経駿、感動、運動は、

たえず文化と関わりながら、調節、同化というサイク)j，で

幼児の発達に即して深化していく。これを繰り返す毎に感

覚、表現力、リズム感など、表現活動や音楽・リズムあそ

びなども深まっていく.

ここでいう文化とは、子供を取り巻〈環境をさし、自然

を始め、社会、家庭、そこで子供がかかわる人やものすべ

てを含んでいる.

一方、音楽・リズムあそびの内容は、子供の発達により、

年令と共に発展してい<.これを表したものが図 1である.



表1.音楽・リズムあそびの課業化の実際

(4才児〉

発 違 あそぴ ねらい 内容

3才迄の一人あそ うたあ 友達と一 友迭と一緒

ぴや平行あそびか そぴ 絡に歌う に知3てい l

ら皆と一緒にあそ -'5歌を喜ん

べるようになる で歌う，9' 

自己のリズムを外 リズム 幽に合わ 音楽に合わ

界のリズムに合わ あそぴ せて身体 せて手を叩

せて調豊富す-5こと を動かす いたり、歩

が出来る (111) いたりする

全身を使う違動が 動きの のびのび スキップを

活発になり手指の あそぴ とリズミ する (t1) 

動きが巧みになる カ)j，な動 リズミカル

きを楽し な動きを好

む んでする

想像力が伸び、言 きくあ いろいろ 楽擦の音色

議の発達によって そび な音色を や響きに輿

イメージを言語化 聞き分け 味を持ち、

できる る 感じを言葉

で表せる

音楽の持つ

感じを言葉

で表現でき

る

友達に目が向く 友達の歌 友達の歌や

仲間意識・連帯意 や演奏を 演奏を喜ん

識を持つ 聞く で聞くよう

になる

2)音楽・リズムあそびを促進するもの

i援に音楽・リズムあそびを促進する条件として、情緒や

自発性が育っていること、感性が豊かであること、好奇心

が妊盛であること、リズムや蓄に敏感に反応す-'5こと、適

切なモデリングが与えられていること、自由が認められて

いること、更に緩や保育者の言葉掃けが子供に励ましを与

え、好奇心を促し、遊びを発展させていくのに適切で、子

供にとって共感を持つことが出来るものであることなどが

あげられる.また、マスメディアについても情報や刺激の

与え方によって、関f産経厳であっても豊かなイメージを苔
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積させることが期待できる.

音楽・リズムあそびを阻むもの、促進するもの何れもが、

親の養育態度や保育に関わる邸分が多〈、人間として調和

のとれた成長を阻むもの、促進するものとも共通している

ように，思える.

5.音楽・リズムあそびの指導法

1)音楽・リズムあそびの心理指導どは

保育の原点は、子供を主体として、それぞれのもつ可能

性を伸ばし、全人格的な基礎を築くことであろう.そのた

めには、保育者が主体となって画一的に指導するのではな

く、各々の個性を尊重し、子供の心理に働きかけ、子供の

自発的な活動を支えていくことが求められよう.

保育内容としての音楽・リズムあそびの指導は、とか〈

保育者が主体となって行われる傾向が強い.植岡は、リズ

ム遊び、身体表現、楽器あそびにおいては、調査した範囲

では全てが、保育者の誘導ないし翁示によるあそびであっ

たという.あそびを進める方法も、これらのあそびにおい

ては子供には意識されておらず、子供は保育者の指示に動

かされていたと述べている.また、運動、リズムあそびで

は、子供が主体的・創造的に活動できるように働きかけた

例が僅かにみられるが、楽器あそびではみられないと報告

している (12)

この様に、音楽・リズムあそびにおいては、子供の意欲

を高める指導はなされにくい.これは、文化の伝達に保育

のねらいが傾き、保育者が子供に求める水準も、子供の発

達に比して高くなっていることの現れと推察される.

2)音楽・リズムあそびの指導法の実例

以上のように諜業化、発達とあそびの内容、あそびを阻

むものと促進するもの、心理指導について述べてみた.こ

こでは試みとして、 4才児を対象とし、実際の指導法の例

を、前述した発達とあそびの内容に心理指導を交錯させて

示した。

例 1

保育者は、カマボコの板や、コップ、空かん、短い木の

棒など、身の回りにあるもので、工夫すれば音の出そうな

ものを用意し、子供が自由に触れることの出来る状態にし

ておく〈コーナーなどにまとめておく). 

二、三人の子供が興味を持っていじっている.そのうち

叩くと音の出ることに気付く.音を試しては聞き、叩き方

によって音の響きや音色に生ずる変化に関心を示す.

保育者は、子供がうまく音を出して遊び始めたのを見て、

興味を持って近付き、仲間にいれて欲しいと頼む.保育者

も初めは子供と同じように、いろいろな音を出して一緒に

進んで楽しむ.

それを見て、他の子供達も傍らにきて}絡に遊びたがる.

子供速は、保育者や友達の出している奮を、興味を持つ



て聞き合う.

保育者は、いろいろなリズムで試してみる.子供達は、

模倣して楽しむ.保育者は、子供の反応を見ながら、強弱

をつけたり、速度を変えたりしながら、子供とリズムの蹄

合いを楽しむ.

この活動では、既製の楽器を使わず、叩き方も、出て〈

る音も綴々な可能性を持っと思われるものを、子供が自由

に触れられるような状態にして、何日かコーナー応出して

緩子を見ることから始まる.子供のうち何人かが、音を出

すことに気付いたときからあそびが始まり、保育者も一緒

になって楽しみ、あそびが発展してい〈ようなきっかけを

与えている.また保育者はモデリングともなっている.

このようにモデリングとなるためには、保育者はあそび

の状態を見~目を持ち、進行状況を把握して、あそびに関

わる適切な時期を姻むことが必要であ ~o

f7~2 

ある日、岡庭に小鳥が飛んできた.子供達の何人かが小

烏を追いかけ、鳴き声に興味を持って僕倣して遊んでいる.

しばらく子供達が熱中して、あそびが頂点を越えた頃、

保育者は「ことりのうた」を、無伴奏でリズミカル応、感

じをつかんで歌う.

子供は、ピピピピビ、テチチチチ、ピチクリチィ・・・の箇

所を興味を持って聞き、その部分から後倣が始ま ~o

保育者は、小鳥の鳴き声を模倣していた子供達に、 「さ

っきの烏は、歌の小鳥のように鳴いていたのかしらJと間

いか，t~.

子供達の中でいろいるな烏のイメージがふ〈らみ、おも

いおもい烏になったつもりで、身体の動きを伴いながら、

『ことりのうた」を歌い、友達の歌も聞きあう.

この活動も、子供達の自発的なあそびの中からきっかけ

を姻んで、あそびを展開した.子供が興味を持った烏の鳴

き声を活動の中心とした.この活動には伴奏楽器を使用せ

ず、音程やリズムのずれより、一人ひとりがイメージを錨

いて歌うことにねらいをおいた.この曲の特徴でもある付

点のリズムの歌い方によっても、胞の感じが全〈違ってく

ることに気付くこともねらいにおいた.子供の歌の上手、

下手よりも、保育者の歌う歌の質が関われよう.

おわりに

臨時教育審議会は、最終答申において21世紀に向けて

の教育改革の視点を述べている中で、芸術、科学、技術等

のあらゆる分野において必要とされる資質・能力として、

r創造力・考え~力・表現力J の育成が重要であることを
強調している (13)

本研究で取り上げた、音楽・リズムあそびも、同じ能力

を育成するために、特に幼児期において必裂なものである

ことは既に述べた通りである.

この研究を通じて、傑育~;t保育者の問題であることを再

認識させられた.保育者自身の原体験の欠如や、感情的な

未熟成など一基本的には幼児期に身につけておくべき資

質であるがーが、子供の成長に与える影響は計り知れな

い.

これらは向時に教員養成機関の課題でもあり、豊かな人

間性を備えた保育者の養成が求められよう.保育者は、保

育の専門家であるという自覚を持って自分自身を高め、次

代を担う子供遠の教育に当たって欲しいと願う次第である.

なお、本研究は試論の段階であり、今後は保育の現場で

の研究を重ねて、深めていくことが、私自身の課題である.
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